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********************************************************************* 

みなさまのご協力に感謝します

********************************************************************* 

早いもので 2008 年度に採択された戦略的大学連携支援事業「高大連携による

過疎地域の人材育成及びＩＣカードを活用したひろしまカレッジ」も、この 3

月で終了します。  

戦略的大学連携支援事業は、全国大学コンソーシアム協議会のフォーラムが

広島修道大学で開催された 2007 年 9 月に、文部科学省の担当者から聞くことが

できました。フォーラム終了後、いち早く勉強会を開き構想を固めていったこ

とが採択につながったと思います。応募締め切り直前の 2 カ月間には、応募書

類を何度も書き直し、いくつかの大学に何度か足を運んで、ようやく 18 大学が

参加して申請することができました。  

戦略的大学連携支援事業は「高大連携による過疎地域の人材育成」と「ＩＣ

カードを活用したひろしまカレッジ」の２つの柱からなります。前者の新しい

取り組みは三次、庄原格致、向原、日彰館の４高校を対象にした遠隔授業の実

施です。遠隔授業を行う基盤が十分でなく、新たに光回線やＡＤＳＬなどを使

って講義をしました。総計 33 講座を開き、受講した高校生数は 467 名になりま

した。高校からは高い評価をいただきましたが、次年度からは経費の問題もあ

り２校で実施します。中山間地域においてこそ、遠隔授業は必要ですから地方

公共団体は情報基盤を整備すべきではないでしょうか。  

もう一つの柱はＩＣカード受講証を使った生涯学習講座です。ＩＣカードの

使用によって、一人の受講生がいくつかの講座に登録をしていることがわかっ

たり、講座ごとに受講生の年代も把握できるようになりました。2010 年度末で

ひろしまカレッジには約 3,787 名の登録がありました。来年度からは広島銀行

が発行する『〈ひろぎん〉PASPY』、中国新聞社発行が発行する『Ｐタッチカード

(おサイフケータイ)』、広島県交通系ＩＣカード『PASPY（パスピー）』などのＩ

Ｃカードも受講証として利用できるようになります。企業との連携が成果です。 

これらの事業は、文部科学省の事業に採択されなければ経費のかかる事業の

ため実施されなかったでしょう。この事業を通じて、教育ネットワーク中国は

質的に異なった段階に入りつつあります。  

代表校を引き受けていただいた広島経済大学の石田理事長と前川学長にお礼

を申し上げます。広島県や広島市、備北地区の高校、戦略的大学連携運営委員

会のメンバー、この事業に参加して下さった多くの教職員、そして事務局のみ

なさんに感謝します。ありがとうございました。  

（戦略的大学連携運営委員会 委員長  市川太一）  
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  進  捗  状 況  
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 3 月 15 日に開催予定の外部評価委員会と両角先生の講演会は、東北関東大震

災のため残念ながら中止となりました。両角先生に事前に資料を送付し取組全

体に対する評価、各取組に対する評価できる点と工夫したほうがよい点につい

て評価資料をいただき、戦略委員会で報告しました。  

25 日には、広島修道大学 2103 教室において、ひろしまカレッジ説明会を開

催しました。ひろぎん PASPY、PASPY、P タッチ(おサイフケータイ)がひろしま

カレッジ受講証として利用できるようになります。それに伴う運用方法やシス

テム改築に係る操作の説明を行いました。2011 年度より近畿大学工学部、広島

文化学園大学、日本赤十字広島看護大学、広島都市学園大学の 4 大学が「ひろ

しまカレッジ」に新たに参加されます。  

高大連携遠隔授業は 2011 年度も継続し、広島経済大学、広島修道大学、比治

山大学、広島女学院大学が科目を提供され、三次高校および庄原格致高校で前

期、後期とも 45 分 2 回の講座を 2 講座実施します。  

中高大連携公開講座「大学で何を学ぶか」は、三次高校、吉田高校、庄原格

致高校の 3 会場で開催します。  

 3 月 31 日をもって戦略的大学連携支援事業の実施が無事に終了いたしました。

平成 20 年 10 月～平成 23 年 3 月までの事業をまとめた実施記録を関係各所に郵

送しております。皆様のご協力に感謝いたします。大変ありがとうございまし

た。  

教育ネットワーク中国は、 4 月 1 日に法人格を取得し、一般社団法人教育ネ

ットワーク中国となります。また、広島県留学生活躍支援センターの事業も加

わります。  

今後とも何とぞよろしくお願いいたします。  

（事務局）  
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  会  議  報 告  
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■3 月 8 日 (火 ) 

第 12 回戦略的大学連携運営委員会（広島経済大学立町キャンパス）17:00～  

 

■3 月 16 日(水) 

第 2 回戦略的大学連携委員会（広島経済大学立町キャンパス）9:30～  

********************************************************************** 

＜発行：問合せ先＞  教育ネットワーク中国  

〒730-0011 広島市中区基町 10-3（広島県庁内  自治会館 3 階）  

TEL 082-209-8044 FAX 082-209-8045 

E-mail office@enica.jp  URL http://www.enica.jp/ 

※等幅（固定幅）フォントでご覧ください。  

※お預かりする個人情報は、適切に管理し、承諾なく上記の目的以外に利用す  

ること、第三者に開示することは一切ありません。  

※内容の無断転写を禁止します。  


